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主な内容

P2 介護保険改正について

P4 新規採用職員の紹介

P5 JR伊予長浜駅防犯逮絡会議ほか

P6 いん13，おめーしょん

P8  保健センターからのお知らせ長 i

浜町内の神社の絵馬④

P9 年金コーナー ・人権作文

Pl0 スクールとびっくす③・知ってい :

ますか?水道のこと③

Pll 龍馬脱藩ウォーキング参加者募集 :

lまか

P12 ルポ i 

: P13 表彰・文芸 1歳です ・まんが

: P14 戸籍長浜嵐

表紙に~t宣言:".

恒例の小野地蔵尊祭り奉納子供相撲大会が開催されました。

( 12ページに関連記事)



。以上 (第1号被保噴者O)f呆
町の保険料の基準額は、年額36，100円にはります。

0平成15年4月1日より、長浜町では、次のように改定されました。

段 階 |改正前(平成12f;ド成14年度) I 

第 1段F皆 15，1 00円|

第2段F皆 22，600円|

30，100円

37，600円

45，200円

改正後(平成15年度~平副7年間で)

36，100 

45，100 

54，200円

課険料の納

保険料は原員Ijとして年金から納めます。年金額等によって納め方は

2種類に分かれています。

特別 円
V
A

H
H
吋 普通徴収

年金(老齢・退職)が年額18万円以上 Ig年金から差し引かれない方は、普通徴

の方は年金から差し引かれます。 I 収になります。下記のいずれかの人は

年金から差し引くことができません。

-年金受給lこあわせて年6回[こ分けて差し引か I.遺族年金や障害年金受給者
れます l 

4月 6月 8月は2沼月の徴削収額在{仮反

して天ヲ引l陪きされます | 

10月 12月 .2月は、保険料の残りを3固に| 年度途中で転入された方
分けて天引きされます l 

保険料は、介護保険を運営していくための貴重な財源です。
保険料の納付にこ協力ください。
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保険料の粧ガ

変わります

ミ

それは。 o (l (l 0 。

1罫望事畠 FS 目指も命)

どうして
1 変わるので百か?

1 

介護を必要とす サ一ビスを利用する人がi増首えた より充実したサ一ビ l
る人力が¥i増首えた力か、 力1]¥うです スのことを考えてし)

J一一一一一 一るか吋町5日です一J
介護保険の保険料は市区町村ごとに決め5れています。保険料を決めるときに考え

るのは、「どのようなサ ビスを?J Iどのくらい必要つ JIそのために必要なお全は

いくら?Jということです。との計画を「事業計画」といいます。

平成l5年度からは、新しい事業計画に基づきわたしたちの町も、新たな保険料が

決まりました。

言言す、市区田村の介護サービ

ス!こかかる費用に厄じて基準額

が訣まります。その上で、負担

が重く屯:りすぎないよう所得段

階!こJtじて調整されます。

-3-

市区町村の介護サービス総費吊

のうち第 1号被保険者負担分
z ÷12力、Jヨ

市区町村の第 1号被保険者数

生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で住民税世帯非課税 基準額xO.5

本人が住民税課税で合計所得金額Di250万円以上



企
画
調
蓋
轄
企
圏
係

石

明
(
下
調
戒
)

£議題ι

四
月
仁
長
浜
町
職
片
に
持
出
さ
れ
て

も
う
二
カ
月
が
い
暗
ち
ま
し
た
。
よ
う
や

く
犠
場
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
て
き
て
、

仕
事
の
内
容
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま

す
が
、
町
鮮
で
き
る
よ
う
仁
な
り
、
周

り
の
方
々
に
理
訟
を
か
け
な
が
ら
も
仕

事
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

長
一
次
町
も
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、

市
町
村
合
併
、
高
度
情
報
化
、
厳
し
さ

を
増
す
財
政
状
況
な
ど
様
々
な
社
会
情

勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
町
一
つ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
仕
事
を
し
て
い

く
う
え
で
の
心
構
え
と
し
て
は
、
同
保
々

な
問
題
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
で
き
る
職
員
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

趣
味
・
特
技
は
、
中
学
、
高
校
と
や
っ

て
き
た
野
球
で
す
の
ギ
タ
ー
を
弾
い
た

り
す
る
の
も
好
き
で
、
高
校
時
代
に
は
、

町
の
文
化
祭
で
友
達
と
バ
ン
ド
を
組
ん

で
演
奏
を
し
た
り
も
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
お
世
活
に
な

り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
一
福
祉
課
一
F
籍
係

藤

京

駅

周

(

畏

浜

)

私
は
川
月
か
ら
新
し
く
町
職
員
と
な
っ

た
藤
淵
奈
川
で
す
。
新
職
員
と
し
て
の

抱
負
と
簡
単
な
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

よいをこん係 る の ま で 何 スるポ す伝着らと考皆少うて分と役
ろ ま お とと兼最こ史だすでボこ I 趣 。 い し 行 思 え さ し か い に 感 崎私
しす掛にじ受後と跡、がも l とツ昧 をた政つ、んでコるはじと自

主;;541:Hf dTGそ52 f詰54有与を2fr:;
ミキこすすうまほ資ブサ J へ きし住すき土日なのい関り何う
し杯とのろこしか料がツ 間U た易民。る点る与の 33、、とで
ま頑も不 11支とた読 l専てカ ハL 清道三が いい 7うf そ職によっで九特なし
す距多慣会もが書物ら 1 パぷ斗占r-1.> と町長し員立うなは Jてにくた

o v) 々れをあ、も館にがす い (¥l 思づいてにつにイな記若近が
まあで多り私 好巡 城好 、イ _L_;' つく関O)tなて、川アい苛
するごく 、 はき り跡 主 同戸ぐ二誌d ご，)係力り物地 i でと人り皆
のと述持皆戸でをナビ V ムごもいのでなた宇域ジし思は難さ
で思惑っさ籍てす長す; ー-v ま子密がいをのがより白いん

保
健
介
護
課
高
齢
者
介
護
部

上

田

輔
(
長
浜
)

A
f
午
度
か
ら
、
長
浜
町
役
場
に
新
規

採
聞
と
な
り
ま
し
た
上
回
大
浦
で
す
ヲ

私
は
、
午
ま
れ
た
時
か
ら
こ
の
長
浜

町
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
役

均
に
入
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
い
っ
そ

う
長
距
町
に
つ
い
て
惜
強
し
て
い
き
た

い
と
川
ゃ
い
ま
寸
〉
保
健
介
護
課
で
は
、

高
齢
者
介
護
保
に
配
属
と
公
り
、
介
護

保
険
の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
に
年
々
、

長
浜
町
に
お
い
て
も
高
齢
の
庁
の
数
か

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
介
護

保
険
の
竜
安
性
も
増
し
て
い
主
す
。
自

分
も
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
ま
す

が
、
一
か
ら
の
勉
強
で
至
ら
ぬ
点
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
先
語
方
に
助
け
て
い

た
だ
き
、
一
生
懸
命
頑
張
コ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

円
己
紹
介
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で

私
の
趣
味
に
つ
い
て
音
き
た
い
と
思
い

ま
す
c

自
分
は
、
高
校
時
代
カ
ヌ

i
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
カ
ソ
ノ

i
と-一一口つ

て
も
レ

1
シ

ン
グ
カ
ヌ
!

と
呼
ば
れ
る

乗
り
物
で
ゲ

イ
ム
を
競
い

合
う
競
技
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
な
か
な
か
乗

る
民
会
も
な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
今

で
も
、
外
で
λ
ポ
l
ツ
を
し
た
り
す
る

の
は
好
き
で
す
一
ま
た
、
格
闘
技
を
見

る
の
も
軒
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
時

聞
を
大
切
に
使
い
、
仕
事
の
面
で
も
趣

味
の
町
一
二
も
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
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教
育
課
文
化
振
興
係

国
晶
、
氷

仁
(
下
須
戒
)

今
年
度
長
浜
町
職
日
に
新
規
採
用
と

な
り
ま

L
た
冨
永
崇
仁
で
寸
。
教
育
課

に
配
属
さ
れ
て
か
ら
約
二
カ
リ
が
粁
ち
、

職
場
の
雰
囲
気
に
は
慣
れ
ま
し
た
が
、

仕
事
の
方
は
次
か
ら
次
に
新
し
い
こ
と



を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎
日
党
え
る

こ
と
が
多
く
大
変
で
、
教
育
課
の
皆
さ

ん
に
頼
り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

の
で
今
後
の
抱
負
と
し
、

J

ま
し
て
は
、
少

し
で
も
早
く
仕
享
を
覚
え
、
一
人
で
で

き
る
よ
う
に
勉
強
し
て
い
こ
う
と
巴
い

ま
す

3
次
に
簡
単
な
白
己
紹
介
と
し
ま
し
て

は
、
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
ゐ
こ
と
で

す
。
学
生
時
代
に
ほ
よ
く
テ
ニ
ス
を
し

て
い
ま
し
た
。
ま
ん
宇
一
品
主
聞
や
野
球
観
戦

な
ど
も
好
き
で
す
り

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

役
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
、
自
分
の
担
当
が
公
民
館
関
係
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の
山
甘
さ
ん
の
役

に
立
て
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
日
牝

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
洪
撃
一
一
一
嚢
署
、
か

J

R
借
予
一
畳
一
課
駅
吋
壁
の

十
侠
閤
巡
視
を
強
化
i

ー
迷
惑
行
為
対
策
の
た
め

連
絡
会
議
を
開
催
1

長
浜
町
の
立
関
口
で
あ
る

J
R
伊
予

長
浜
駅
付
近
で
、
夜
間
、
爆
竹
・
飲
一
同
・

備
日
聞
の
散
乱
・
放
尿
・
山
商
物
破
損
な
ど

の
迷
惑
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

大
洲
警
察
署
。

J
R
伊
予
長
浜
駅
・
防

犯
協
会
等
関
係
者
に
よ
る
連
持
会
議
が

四
月
二
十
六
川
に
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
以
前
か
ら
繰
り
む
さ
れ

て
い
る
行
為
の
実
態
芋
が
報
告
さ
れ
、

そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
警
察
が
一
行
、
つ

も
の
と
町
民
ー
と

L
て
で
き
る
こ
と
な
ど

が
山
附
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
後
は
、
長
浜
駅
な
ど

の
警
察
に
よ
る
不
定
期
的
な
夜
間
巡
目
、

迷
惑
行
為
の
二

O
香
遇
税
、
各
種
会

議
一
℃
の
迷
惑
行
為
防
止
の
啓
発
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
抑
止
の
た
め
定
期
的

な
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
町
共
同
場
外
馬
券

発
売
所
設
聾
檎
討

委
員
会
を
開
催

今後の対応を検討した連絡会議

高
知
県
競
民
組
合
か
ら
、
長
浜
町
に

検
討
要
請
の
あ
っ
た
共
同
場
外
馬
手
発

売
所
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
す
る
た

め
、
去
る
五
月
一
日
、
十
六
人
(
一
議
会
、

行
政
、
各
種
団
体
等
)
で
構
成
す
る
検

討
委
員
会
が
設
置
き
れ
、
そ
の
初
ム
玄
円

が
開
院
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
設
曹
の
趣
旨
や

こ
れ
ま
で
の
経
過
与
が
説
明
さ
れ
た
後
、

委
員
会
の
会
長
に
藤
岡
義
範
氏
へ
森
林

組
合
¥
副
企
長
に
丸
山
喜
一
氏
(
町

助
役
)
が
選
任
さ
れ
、
今
後
の
取
細
み

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
ノ

そ
の
靖
果
、
設
置
さ
れ
た
坊
ム
口
の
周

辺
環
境
影
響
調
査
、
青
少
年
等
へ
の
影

響
調
査
、
経
済
波
及
効
果
な
ど
に
つ
い

て
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
(
会
長
、
副
会
長
を
除

く
)
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

(
五
卜
t
日
順
・
敬
称
略
)

上
田
和
彦
(
商
工
会
青
年
部
長
)

上
満
武
(
議
会
総
務
常
停
委
い
同
一
長
)

叶
岡
康
志
(
議
会
丈
一
教
厚
生
常
任
委
員
長
)

叶
本
正
(
教
育
妥
員
会
教
育
長
)

久

保

愛

子

(
J
A
た
い
き
興
業
協
同
組
合

丈
性
部
長
浜
支
部
長
)

後
藤
七
保
美
(
商
工
会
女
性
部
長
)

高

屋

行

山

(
J
A
た
い
一
戸
一
長
一
山
中
央
之
所
長
)

武
元
幸
子
(
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
長
)

団
岡
正
則
(
老
人
ク
ラ
ブ
逮
合
会
長
)

一

一

宮

淳

(
P
T
A
連
合
会
畏
)

三
円
英
二
富
市
古
川
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
)

東
敦
弘
(
議
会
産
定
住
-
竪
吊
任
委
員
長
)

日
高
照
友
(
商
工
会
長
)

藤
測
季
志
叔
一
'
日
仏
長
会
長
一
)

四
国
の
み
ず
べ

八
十
八
力
所
に

肱
川
河
口
(
長
浜
大
橋
)
が

選
ば
れ
ま
し
た

一
四
国
ら
し
い
一
一
十
一
世
紀
に
伝
え

た
い
地
域
が
誇
れ
る
み
ず
ベ
空
間
の
創

出
」
を
一
ア

i
マ
と
し
て
、
平
成
十
一
-
一
年

九
月
か
ら
募
集
を
し
て
い
ま
し
た
「
四 今後の取り組みについて協議が行われた検討委員会

函
の
み
ず
ベ
八
十
八
カ
所
」
に
、
肱
川

河
川
(
長
浜
大
橋
)
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
が
「
四
季
折
々
に
魅
力
あ
ふ
れ
る

み
ず
べ
」
与
の
視
点
か
ら
、
四
国
八
十

八
カ
所
に
ち
な
み
、
ー
四
国
の
み
ず
べ

八
十
八
カ
所
」
を
、
千
六
百
五
十
三
人
、

瓦
百
一
一
一
十
三
カ
所
の
応
募
の
中
か
ら
濃
い
一

定
し
た
も
の
で
す
。
内
訳
は
、
愛
媛
県

と
高
知
県
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
三
カ
所
、

舎
川
県
と
徳
島
県
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一

カ
所
と
な
っ
一
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
四
回
全
体
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
、
各
地
点
で
の
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
を
連
携
し
て
企
一
山
・
実
施

L
、
共
刷

で
告
知
活
動
・
情
報
受
全
信
活
動
を
継

続
的
に
行
、
っ
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
経
済
課
(
岱
五
二
ー
一
一
一
キ
@

間
二
二
二
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

今回選はれた肱川河口(長浜大橋)

-5-



す:認芸273完議議官一一閥均
~松山海上保安審巨木ームベージが開設~

主~保安部-eti，本年 4 月 1 日から主に灯台やブイなどの航路

標識を保守。管思していた松山航路標識事務所を統合し、航行

援助センターと名称を変更するとともに、悔の安全に関するあ

らゆる情報の発信基地として、今までの業務をさらに充実強化

することになり、このム環として、 4月20日からホームページ

を開設しました。主な内容はご覧のとおりです。

①【お知らせらせ情報l行事案内。学生採

用情唱え

⑨ i緊急、ニュース1海雑事故・航路標識の

事故等の情報

I海の安全に 関 す る 情 報l気象・海象情

報 • iiu上交通の安全に必要な情報

④ Iサーピス情報1マリーンレジャー、潮

干狩り、水温、潮汐、潮流情報

⑤[海に関するデータ】松IlJの日出、日入、

松山の潮汐、瀬戸内海の潮流情報

0ホームベージアドレスと聞い合わせ先

http:// www.kail可o.mlit.go固jp/ 06kamku / matsuyama / 

松山 海 上 保 安 部航行援助センター(宮089同 951-05(3)まで。

節調圃:圃閥税融持活語m焼津臨昌幸盟主~:読::~~::~::~æ:革皆既底部思鄭::~:::臨調酷:~1~~~午::W':::臨碍謡館主主靖醐槌笹野島・::::::~::~::自主草笛

gd葺薬ぽ正Lぐ使おタ ~農薬草古紙改正~

昨午 、 無 登録農薬が全国的に流通し、使用されている実態が

明らかとなり、国民の「食j に 対する信頼を損なう大きな問題

となりました。

このため、昨年12月に農薬取締法が改正され、 3月 10日から

この改正法が施わされています。主な改正点は、

①~f!Il，託銀農業の l日造、輸入、使用の禁 11ー(販売は従来から禁止)

叫農薬使用基準に違反する良子三使用の禁止

性J吉d貝1リσ)7j'包イt
などであり、民薬を製造、輸入、販売、 使用するすべての I)J以

に関係する内容です。

農薬は農林水産省の畳銀番号のあるものを、ラベルをよぐ読

んで、f憂いましょう。詳しい農薬情報は、農林水産省のホームベー

ジ (http://www園 maH置 go.jp/ nouyaku / )の「農薬コーナー」

棟建器翻瞳接強調盟錨顕謹鱒2綿密器密接臨轍昌己

主ご存じですか?λ擢擁護委員
車 ~平成15年度啓発活動重点目標~

「育てよう 一人ひとりの

人権意識j

~身元丘なことから

人権を考えてみませ んか~

人 権 擁 護 委 員 は 、 そ れぞれの

市町村において地域住民の皆様

方の人権が侵害されない よう常

にJ主i意をナムい、 もし、 Aキ雀iJ王侵

害された時に l土、その相談を受

けるとともに、被害苫の救済す

るため速やかに適正な処置をとっ

ております。

ま た 、 該 当 啓 発 、 講 演会や座

談会などを通じて、人権の大切

さについて王里何卒をt采めてもらう

ための活動にも努めておりますっ

家 庭 内 の 問 題 や 体 罰 、いじめ

などの人権問題で、お困りの方は、

お近くの人権擁護委員か法務局

大洲支局までご相談ください。

相談は些料で秘抵は固く守られ
ま)す

なお、本町の人権擁護委員に

は、次の方々が任命され てしぜ

す。

【お問い合わせ]法務崩大淵支

届(宮24-4155) まで‘。

詰を ζご、覧〈ただ‘さい 瀞招翠臨昆糊現滋苦沼E沼椋趨彊酔戸群'~:'詰税=誌説~詑E部、4招王も園嘩醐臨儲E盛岳邸宮沼E野

僻…土批胤2詑…t
f釘何却内杷担

gょ・存じですZ?tF 1目に 5回放送をしてお りま

霊 ~6)手段/芳女雇府機会均等月島fJJ です。~ した有線放送のうち、広 告依頼

a 件数の減少により、午前10時と
平 成15年月間 テ ー マ

「トソプは決断 女性もチャレンジ

ポジティブ・アクションで男女ともに活躍を一一」

職場における実質的な男火均等取扱し、を実現するために、企

業は、性別によることなし個々人の意欲、能力、適性に基づ

く公正な取扱いを行うとともに、女性労働者が能力を十分発揮

し活躍するための積極的取り組み(ポジティブ・アクション)

を近めることが 重 要 で す 。 そ し て 、 女 性自身も仕事に積額的に

チャレンジすることが望まれます。

L問い合わせ 尭】愛嬢骨働局均等室干790-0811松山市本町2丁
目1-7 脅 089-935-5222まで。

午後 3時の放送を 5)Jから休止

していますc 午前 6時30分、午

後 O時30分、午後 8時 50分 の放

送は、これまでどおり行います

ので、町民のみなさまのご理解

とご協力をお願しミします。

【お問い合わせ】役場総 務課

(宮52明 1111置(調2170)まで。

6 



寝苦富喜奇躍蔀盛盛盛盛謡醤盛盛聾盟専護E宮垂翠謹患遺連盟盛盛選選遊盛盛蛮免

撃事多動警察橋談所を
開設します

~大洲警察 署 ~

暴力団、薬物、述感電話、悪

質|清法、ストーカ一、配イ向者間

暴力、いじめ、家庭内暴力、非

を議論五議室平
長浜公民館では、現荘英会話

教 室を開催11rです。町内の方を

対象に I~泡持、牛徒さんを募集し

ていますので、どしどしご応募

くださし」

{期日1毎週水 曜 日

全見日はf木「蒜
初級・午後 7 時~ 8 ll，¥て

中級:午後 8 時~ 9 W¥ 

i場所l長浜町 ふれあい会館

会議室 2

I講師】外国市指導助手

セラ・ハミルトンさん

I会費】1， 000円/月

Eお申し込み固お問い合わせ〕

長浜公民館(ふれあい会館内:

B52四 1210・(有)2912) まで。

7-

5国言語誌なさんへ
事~大掛ya 喜多地域合間就職面接会のご案内~

大洲商工会議所では、企業と求職者の皆さんが一堂に会して

自由に面接をしていただく「大洲-喜多地域合同就職山技会」

を界再千崖します一。

お気軽にご参加ください。

I日時] 7 月 11 日(金)午後 2 時~4 時

I場所】大洲市総合福祉センター

〔対象者1一般、臨時、パート(年齢・性別は聞いません。)

{持参するものl履再害・筆記用具

Iその他]企業の採用担当者から事業所の求人内容について聞

くことができます。複数の面接を希望される方は、履歴書のコ

ピーが必要となります。

りま叱士メν。

こ の届は、毎年 6):1 1日における現況を記載してし、ただき、

児童手当をづlき杭 j長ける要件に該当するかどうかを確認 する

大切な同です。との届の提出がないと、 6月分以降の手当を支

給す ることができない場合がありますので、必ず抗山してくだ

さしミに

※ 現 川)111には、添付資料が必要な場台があります。

*受給者がサラリーマン等の場合

。年 金 加 入 証 明 書 ( 国 民 年 金 加

入者は必要ありませんに〕

*今年の 1月 1日、受給若の住所

が長浜町ーになかった場合

。前住所地の市区町村長が発行

する児童 手当 用所 得証 明書

*届出期間・ 6 月 1 日 ~6 月 30 日

*1同出場所・役場住民福祉課また

は各連給所

※現況届の用紙は、役場住民福祉

課および各連絡所にあります。

Eお問い合わせ]投場f主民福祉課(宮52-1111司構)2062)まで。

思出Id:
6用30盟までに!

- -幽圃園田 - --回・圃嗣 d 問問園田幽圃同町田同咽幽開園田園田回目幽圃園鮒国同園園周回園田園 E 泊 凪 圃 - 圃 園 田 園 田 園 田 園 田 園 田 E ・・・開園 幽.恒国富『
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E 

新刊情報です
~長浜町立図書館~

書名 著者

。野草足分けのポイント 世士」上二 古~)J f 
yホ]，ミフ九.ウ y ドワード

田辺烈子

。プッシュの戦争

。人生はだましだまし

ー

下
ス

(

ア

上
ビ

(

の
け
品

場
い
門

戦
日
賛。。

ウワテイスワフ・シュピルマン

内FlI 康夫 ' 困
』欄圃恒国同幽閉園 E 園田圃田昌園田幽圃圃.国司園田口回回目圃開可司司圃.園田圃園協同国幽園田園田 E 園.欄--圃---園田園田園田.関側同.帽 欄 四 四 四 回
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植えてはいけないケシ(右は花)

逼年日
カtヲ中

智勇
七主戦
本史色j
醤すと

ー
川
中
島
の
戦
い
の
図
」
は
、
、
水

ね
四
年
九
月
八
日
(
一
五
六
‘
)
の

川
中
島
の
戦
い
で
、
上
杉
謙
信
が
武

田
信
玄
に
斬
り
か
か
っ
て
い
る
凶
川

で
あ
る
の
(
写
真
)

長
浜
町
内
に
は
、
黒
田
の
エ
ヘ
神
神

社
、
櫛
生
の
三
島
神
社
、
山
泊
の
丸

山
神
社
、
戒
川
の
三
島
神
社
、
ム
7

坊

の
客
神
社
の
五
社
に
奉
納
さ
れ
て
い

る
。
喜
多
川
叫
内
の
他
の
凶
か
町
村
に

峰
、
内
子
町
内
仁
二
社
奉
納
さ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
。

「
賎
が
訟
の
七
本
槍
」
は
、
羽
柴

秀
吉
〈
豊
臣
)
が
近
江
の
回
、
賎
が

山
獄
で
柴
田
勝
家
軍
を
破
っ
た
と
き
、

子
飼
の
七
人
の
若
者
た
ち
が
大
活
躍

し
た
と
き
の
図
柄
で
あ
る
)
七
人
の

武
将
は
、
福
島
市
松
、
加
藤
虎
之
助
、

加
藤
孫
六
、
平
野
権
民
、
脇
坂
附
内
、

糟
谷
助
右
衛
門
、
片
桐
動
作
で
あ
る
。

(
当
時
の
名
前
一
秀
吉
を
中
心
に
七

人
の
武
将
が
取
り
囲
み
、
加
藤
虎
之

助
が
杯
を
乏
け
て
い
る
図
柄
で
あ
る
。

井

内

功(
下
須
戒
)

七
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
名
前
の
書
か
れ

は
た
さ
し
も
の

だ
旗
指
物
を
背
負
っ
て
い
る
。

こ
の
凶
閉
の
絵
馬
は
、
黒
刊
の
一
天

神
神
社
、
穂
積
の
一
宮
神
社
、
柴
の

一
一
日
神
社
、
威
川
の
一
一
一
島
神
社
、
ム
寸

坊
の
客
神
社
の
五
社
に
奉
納
さ
れ
て

い
る
。
他
の
四
か
町
村
で
は
、
内
子

町
内
に
二
社
未
納
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
な
お
、
柴
の
一
一
呂
神
社
と

戒
川
の
三
島
朴
社
の
絵
馬
は
、
柳
沢

村
の
尾
形
嘉
占
の
作
で
あ
る
。

-8-

「川中島の戦い」今坊客神社



師留の加議陣織記品
査ゅ

このようなときは、忘れずに

~ライフスタイル1ごあわせて国罵年金窟
成人・就職。転居・結婚・退職等人生の節目lこは自民年金の加入の仕方ガ変わります。

届出してください。

|担当窓口

なったら(厚生年釦鼎噴イ 扶養している配偶者がいれば第3号被保険者の届出を I~偶者の勤務先

回避合也 弘型斗 ー十一j_
i 扶養している配偶者がいる人は合わせて国喪年金の加入 守主場の国民年金

会社などをやめたら ! 
i の届出を |担当窓口

!イ主民票の届出と同時に届出を
住所・氏名が盃わったら)

，※第3号被保険者の場合は、配偶者の勤務先
卜一一一一一ー ト一一

配偶者が会社を蛮わった|
I ~Iき続き第 3号被保険者となる届出を

とき ( 
ト一 一一一一一一一寸一一一一一一一

結婚や退職で配偶者¢主夫
~~"八 第3号被保険者の届出を

養になったとき
トー←ー

口宮叫

|役場の国民年金

円相

合

自営業や学生の方などは、必守国民年金の加入の届出を

(厚生年金保険・共済組合の加入者を除<0) 
一一一一一一一←

|会社などに勤めるようにl

内届出が必要な時

20粛になったとき

配偶者の勤務先

第3号被保骨量者力¥ら第 1号被保険者への種別盃更の届出 I / n ， 
什全土暑の国民年金

を い二
|担当窓口

※第3号被保険者の死亡の場合同、配偶者の勤務先 ドニ

任意加入を希望される方は、任意加入の届出を(帰国し 役場の国民年金

たときも届品を)担当窓口

れす斗
A
M~b 

hυ 養土人の者
き

偶
と

配
た

ト一一一一一一一一一一一一一一

海外に居住するようになっ

7こら

なくとコ友つい子るれ かう物てに言はうき Jし、るーっと U 話ろくけれ室たわう : 
ワういご達らやがにどだっででく きっ努よらがみ人い思分のうならだでみた思しパ
たれうにがいでなち、れな何さるった力うわ傷ただ言いの巾とろれみはたし v コつ握
。し一下戸忠、やが私か。もさ。いがしにれついけ葉、意にすうるたーいにたも
く言戸をいだんいはに 言れ心言、てなでいに迭で白見はるとよい人なとだ私
てだ与かがれでな明相 いての 秦 倍 、 つ い 弓 百 う 、 分 を 入 け 努 う で に 気 つ けは
心 けコ け続にいいる談 近い中がの意たる わ人まの言れ宍力だ心ながてか←
の だ ミ てくもるついし せるを返よ見。と私れがる意わな しつがりしはも 人
巾つ、くと言とだ子さ なよ刃 つ う を 私 忠 司 、 い で 見 な か 無 て た ギ 、 た 、 しだ
がた」れ、え患かとつ をいっ也、〉ユ置。つれつ

uq M T量 購鱒麟;ヨ臨盟田昌寺三守町At;注目
ぱ、 トつるそれつ 戸野型炉ー儲脚圃 !とけ私れ中、しりもなけ夜、

「たのんでた i 戸 | 、なはてにイヰIめに、さどが 2

にご へ"がないけ I I新しい私へJ I きい、、入良っき教れ、 そ

z 
a 
E 

-a 
E 
E 

E 

' E 
B 
E 

-E 
E 
S圃---・・圃 E 園田・ E 圃圃園 田園田盟国回園田園聞周同開問副時国--盟国輔凶-_.......圃胃岡町田 E 回=・周囲・・ E 園田園圃・.--圃・圃・・・・・綱司園園田園・・圃圃園田・圃圃園田--園田園冒胆四国岡田園・園園田 E 園田--恒国

と六1か人 に ど いて か卜一一 iばうたらよ重と----， ----，相達

王子へ与乞三ZZAZj l 小学 5年生 |く:士宮民主語字長そぞ会社
若干エ ってや、。、か恩(14年度人権作文集より)ちくいい、をいか話た族
76L!f たあんみ 少ら っし 人 |をな生を気背青らし。、勇
け j二 人げでん し、たるえをた考いたでけと「の聞つ山し持負葉、てす学気
て匂 がるいな ず先ら人たい。えっ。本だううついたにごちつが声くる校を

ミ人る 伸 一ミ生うがり 。白てし聞当けなんてです堤ががて返かれとのふ

f H2t UU由三百五日5ベゴ己22FJ?521A、日
言たたな く気つじいし ーるなふれそて zh百気M ろを弓己 心 つ
でいらつ なをたやてよ人人や子しの開 。 相 が か か た お 相 の て

、相た つ使。なくにじがん h か言く 談あ I~ j室。ろ 121 傷
いー談け てつ いれ考ゃいでソ、つ葉だ にれてつつすペ を 友
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四
月
八
日
、
十
人
の
新
入
生
を
迎
え
、

五
十
八
人
の
児
童
と
十
一
人
の
教
職
員

で
平
成
十
五
年
度
の
白
滝
小
教
育
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
築
引
年
目
。
ゆ

と
り
と
潤
い
の
あ
る
濃
境
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
が
毎
日
生
き
生
き
と
学
閉
山
し

て
い
ま
す
。
斗
J

と
も
も
職

H
も
や
る
気

満
々
で
す
。

教
育
刊
標
ほ
、
前
年
度
に
引
き
続
さ

次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

め噛一車か

ι令

措
く
ま
も
く
生
審
る

一
寸
ど
色
を
腎
志
向
轡

5
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
〈
学
校

5

ピ
カ
ピ
カ
の
校
舎
で
、
子
ど
も
も
職

員
も
保
護
者
も
、
そ
し
て
地
域
全
体
が

光
り
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

。
豊
か
に

朝
の
歌
声
集
会

毎
朝
十
分
間
、
全
校
児
童
が
多
目
的

ホ
ー
ル
ド
集
い
、
美
し
い
歌
声
を
響
か

せ
て
い
ま
す
八
一
こ
の
時
間
布
、
職
員
は

朝
の
打
ら
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
す
の
で

す
べ
て
チ
ど
も
た
ち
た
け
の
運
営
で
続

け
て
い
ま
寸
コ
歌
明
h
A

の
向
上
だ
け
で

。
a
鼻
音
品
協

な
く
、
白
、
王
性
や
仲
間
立
識
の
育
成
を

ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
校
歌
、
季
節
の
歌
、

昔
の
歌
、
新
し
い
歌
勺
.
。
。
歌
は
子

ど
も
た
ち
の
心
と
心
を
う
な
ぎ
ま
す
。

ヤ
さ
し
い
心
を
古
て
ま
す
ハ

今
年
も
宇
り
ま
す
i

通
堂
合
構

「嘉納
y
ひ
め
神
」

昨
年
夏
、
白
滝
公
民
館
、
白
滝
小
P

T
A
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
協
力
や
一

得
て
開
催
さ
れ
た
通
学
合
宿
に
、
今
年

も
五
、
六
年
生
が
挑
戦
し
ま
す
。
昼
間

辻
学
校
で
通
常
ど
お
り
の
授
業
を
そ
け

な
が
ら
、
公
民
間
で
寝
泊
ま
り
し
て
、

毎朝子どもたちだけで行われている歌声集会

買
い
物
、
炊
事
、
北
濯
、
掃
除
な
ど
の

日
常
生
活
を
子
ど
も
た
ち
回
身
が
行
い

ま
す
。
六
月
二
十
三
日
か
ら
五
泊
六
日

の
共
同
生
活
体
験
が
始
ま
り
ま
す
。

不
自
由
ι

示
生
活
、
不
便
な
牛
一
活
の
小

か
ら
、
国
難
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
い

く
力
、
つ
ま
り
、
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
知
恵
、
自
信
、
ま
た
人
々
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

護
活
な
る
か
7

軍
神
山
山
遺
症

昔
、
白
滝
小
の
遠
足
と
い
え
ば
士
宮
神

山
守
山
。
今
年
度
、
何
年
ぶ
り
か
、
あ

る
い
は
何
十
年
ぶ
り
か
の
復
活
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
ル

1
ト
を
研
究
調

査
中
で
す
。

子
ど
も
よ
り
先
日
ι
引
率
者
が
パ
一
ア
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
、
教
職
員
自
身
、
日

頃
か
ら
心
身
の
鍛
練
を
し
な
け
れ
ば
、

と
思
っ
て
い
ま
す
の

子
ど
も
と
共
に
、
似
護
者
と
共
に
、

地
域
と
共
に
、
本
校
は
「
共
に
」
を
合

言
葉
に
し
て
「
聞
か
れ
た
学
校
」
「
特

色
あ
る
字
校
」
づ
〈
り
を
目
指
し
て
い

ま
寸

J
C

「 一一一一一一-一一一~..~.... 一一一一.._一日由一..一一-一一日一一一一一一一一一回固一ー一一一一一一-一一"，

1く吾妻翻長時斡 守 足 立 ゴ 記 翠!
圃轟難題撞翠麗調 璽 とがポイントlwh l 
! 水道使)1出はどのようにして決まっているかご存知で 具体的には、皆さんの家庭まで水道水を届けるのに必

すか通常の家!廷では、口径13mmの量水器で毎月(検針 要なコストを抑え、効率の悪くなった施設や配管を計画

からつぎの1完封まで)基本使用料が10m3までで1.575円 i切に更新して、収入である水道使用料に対する支出の割

です。それ以 kになると、 lば、5たり210円が加賞され 合を低減することが重要なことです。

ます(消費税を含んだ額)。 長浜町ではこのために、昨年度は下平地区に涜量調整!

! 上水道の場合は企業会計が適用され士す。皆さんの支 弁を設置し、皆さんの家経への給水日ー:JJを安定させるこ i
i払われる地使用問、給水するために必要な電気料金 とで揖ほの低減を図ったり、大量の電力を必要とする|

や薬剤費、雨水事故や施設故障時の修繕費、職員の人件 取水ポンプや送水ポンプの運転を料金の安い深夜電力の i
費等、老行化施設の代替費用から将来の設備投資など、 時間帯にしたりするなど、

全ての費mを酷わなくてはなりません。 施設整備をすすめるととも

このように、支出と収入のバランスを見ながら料金は に、各地区の配水量を監視

決められていますりこのため、唯一の収入である水道使 し漏水個所の発見と復旧に

用料を抑制するためには、さまざまな支出を制限するこ 最大限の努力をしていますυ

」一一一一一一.._-.._..====-..~..一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一四一一一一一 下平地区に設置された流量調整弁

10 



位馨摘し立護法 骨。
懇襲

~龍馬脱藩ゆ力¥りの道ウオー ンク、参加者募集~

坂木龍馬が脱藩したルートをめぐ、るウォーキングを大洲市から

長浜町会にかけて実施します。龍馬と長浜町の関わりを知る絶好の
ζ三ごこ〉

機会ですべきあ、あなたも参加してみませんか。

[開曜日]平成15年6月29日(日)※小雨決行

{集合時刻]午前9時50分

{集合場所]J R伊予J<iHI駅
[コース]J R伊予大洲駅・..大日十|赤煉Uii官・あさもや・・・

臥龍0J~f. . .乗船場く遊覧船> 大洲城下ー・.J R伊下
大iJlI駅<JR>JR伊予長浜駅 e ・・畏i異大橋。江湖(入港の惜) ・・巴冨屋金R衛邸跡。・・長浜港・・ 0

緑地公園・ー・伊予長浜駅 [. • .徒歩(約 8kml] 

[解散]午後4時40分頃

【募集人員園締切]150名の先着順で定員になり次第締め切ります。最終締切 6月20日(金)必着。※先着順で参加決定

通知を郵送します。

[参加費]1，000円/人 (大人・子供同

〔参加資格]向己責任のもとに歩行できる方{小学生以ドの方は保護者同伴)

i応募方法T必要事項をご記入の上、ハガキかEメールでご応募ください

〔参加申込みの記載内引①グループの(ほ者名 ⑦年齢@性別 ⑨住所 ⑦電話番号 ⑥FAX香号
⑦参加人数(グループ全日の人数)

[応募先]〒790-0062愛根県怯山市南江戸1-14-1J R四国愛媛企画部内龍馬脱藩ウオーク事務局

Eメール.: ki-chime@jr-shikol刊。co・J]l

u寺参晶]昼食・水筒・帽子・雨具等

i問い合わせ先]

龍罵脱落ヴオーク事務属 (~089 (934) 2156)または投場経済謀商工観光採(哲郎93(52) 1111)まで。
覇 轟蓄語儲ま 盤 補

4事
込づかい

同じ病気でいくつもの山院にかかることを重複受診、種々

な病気でいくつもの病院にかかることを多受診と言い、と

もに賢い病院のかかり方ではありません。

行く先々 の病院ご同じ検査を何回も受けたり、いろいろ

な薬をもらうことにな句、医療費抑酎ーばかりか身体にとっ

て危険な場合もあります。

適正なうえ診に心がけていただくことが、医長費の削減に

つながわますミそのためにも

かかり οけのお医者さんに相

談するなど、日 i賓の健康管理

を大切にしましょう。

[問い合わせ先]役場保健介

護課園保{系(哲52-1111園清)20

71)空で。

11-

6~試
開興対台関田J司直℃す
6月は梅雨前様などの影響で、大雨による災害が起きや

すい季節です。

テレピ、ラジオなどの災害情識に注意し、危喰が迫った

ときはすぐに避難するなど、災害に対する警戒を|分に心

がけて〈ださい。

また、災害に備えて懐中電灯-?t%::背ラジオなども準備し

ておきましょう。

なお、危険な個所を且かけたときは、すぐに F記までお

知らせくださいハ

投場 (B52-111'1)または 国 為
Y苦うき~I

県大洲土木事務所(管制



地
元
防
災
の
拠
点
に

ー
消
防
詰
所
が
落
成

1

川
月
十
一
二

H
、
須
沢
地

R
で
地
元
消

防
凶
の
ポ
ン
プ
蔵
育
所
(
消
防
詰
所
)

が
完
成
し
治
成
式
が
行
わ
れ
た
。

地
区
の
防
災
拠
点
と
な
る
こ
の
施
設

は
、
従
来
の
胞
誌
が
老
朽
化
し
た
た
め

町
が
県
の
補
助
を
受
け
で
新
し
く
整
備

し
た
も
の
で
、
一
階
が
車
庫
、
二
階
が

詰
所
と
な
っ
て
い
る
c

当
日
の
式
典
で
は
、
地
一
川
住
民
約
七

十
人
が
参
加
、
も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
新

施
設
の
完
成
を
祝
っ
て
い
た
。

成
田

真剣勝負が繰り広げられた剣道大会

持
君
ら
優
勝

1
沖
浦
観
音
少
年
制
道
大
会

1

多数の地元住民が祝った消防詰所落成式

四
川
十
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第
十

六
回
沖
浦
観
音
事
約
少
年
剣
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
生
ご
一
十
四
人

が
参
加
し
た
の

よ
な
結
果
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

男
子
憧
学
年

{
優
勝
一
成
田
悼
(
長
浜
小
)

一
準
優
謙
一
上
同
兵
也
(
長
浜
小
)

男
子
中
学
年

一
優
勝
}
成
田
大
卒
(
長
浜
小
)

一
準
慌
時
一
上
出
修
也
(
長
一
山
小
)

一
第
三
位
一
商
用
庄
一
正
(
大
和
小
)

一
第
三
位
一
清
水
素
(
白
滝
小
)

男
子
高
学
年

一
優
勝
}
別
古
成
(
白
滝
小
)

{
準
優
勝
一
大
山
達
也
(
豊
茂
小
)

一
第
三
位
}
吉
村
達
也
(
大
和
小
)

一
第
三
位
一
大
石
直
人
(
大
和
小
)

女
子
中
学
年

{
停
勝
}
村
上
印
刷
晴
(
長
鋲
小
)

一
準
優
勝
一
山
本
亜
弓
(
大
和
小
)

一
ル
ボ
二
一
杭
}
別
宮
原
「
白
滝
小
)

女
子
高
学
年

{
健
勝
一
涜
回
目
「
紀
(
長
浜
小
)

一
準
優
勝
一
東
南
長
(
喜
多
灘
小
)

{
第
三
位
一
神
田
美
和
子
(
長
浜
小
)

清
水
雄
大
着
ら
震
鴨
腕

1
小
野
地
蔵
尊
祭
り

子
供
和
撲
大
会
1

四
月
二
十
日
、
白
滝
固
柴
小
学
校
の

男
子
児
童
が
参
加
し
て
、
恒
例
の
小
野

地
蔵
尊
祭
り
奉
納
子
供
相
撲
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
附
)

一
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
優
勝
一
清
水
雄
大
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
一
石
山
剛
(
自
滝
小
)

一
第
三
位
一
奥
田
楓
希
人
(
白
滝
小
)

一
一
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
俊
勝
}
大
川
、
地
秀
(
)
円
滝
小
)

一
キ
優
勝
一
泡
玉
亮
太
/
山
滝
小
)

一
第
三
ん
い
長
合
同
員
叶
(
柴
小
一
一

Z

一
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
優
勝
}
岡
崎
誠
(
柴
小
)

{
準
促
時
一
桜
田
康
允
(
白
滝
小
)

一
節
三
位
一
清
水
辺
(
白
滝
小
)

四
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

{
優
勝
一
高
石
茂
宏
(
白
滝
小
)

一
準
優
勝
}
上
九
川
正
之
(
白
滝
小
)

{
第
三
伏
一
束
心
五
口
(
白
出
小

J

五
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
極
勝
}
上
同
期
太
~
柴
小
)

一
羊
優
勝
}
大
野
核
太
(
味
小
)

一
第
三
位
一
池
川
町
中
ア
(
白
滝
小
)

六
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
優
勝
一
別
丙
凶
(
杓
滝
小
)

一
準
優
勝
}
技
法
義
仁
一
明
小
)

一
弟
三
位
}
尾
上
大
海
ァ
日
滝
小
)

三
人
抜
き
優
勝
者

一
年
一
治
水
雄
大
(
白
一
日
小
)

{
二
年
一
大
同
現
秀
へ
白
滝
小
)

一
一
一
年
一
制
崎
一
蹴
(
柴
小
)

{
四
年
一
上
満
正
之
(
向
滝
小
)

{
五
半
一
上
田
翻
丈
(
柴
小
)

{
」
ハ
年
}
別
一
呂
成
(
内
滝
小
)

-12 

持
。
ウ
レ

i
続
出
!

ー
レ
ク
パ
レ
!
大
会

1

五
月
十
一
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
、
/
タ
ー

で
第
十
三
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の

愛
好
者
ら
十
一
チ
I
ム
が
参
加
し
た
。

主
点
以
鮎
果
は
次
の
と
お
り

{
優
勝
一
マ
ド
ン
ナ
(
双
海
町
)

{
準
優
勝
一
ブ
リ
テ
ィ

1
ズ
(
長
浜
町
)

{
釘
二
位
一
ふ
れ
ん
ず
(
大
洲
市
)

観客もカが入った相撲大会

好プレー続出のレクバレー大会



長
醸
酒
噛
覇
押
さ
ん

鰍
職
務
大
霊
感
謝
状

こ
の
た
び
、
櫛
生
の
共
頭
信
男
き
ん

(
八
二
は
、
本
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

委
員
と
し
て
行
政
相
談
制
度
の
発
展
に

寄
与
主
れ
た
功
績
に
よ
り
、
総
務
大
臣

よ
り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

~?:;~:;p0~判長長点刊/ヅ円Jべ仁長波却弓守コ攻よぺ勺υ足以見し引針広ノ:円 λ J号慌仁守完刻P伊つゴ漆手椛得誌〕広必 パ¥ポ戸';:r シr 苅踏終と

i::?持J
しゆう ごご、 : 

井 上修吾ちゃん(今坊)

平成昨年 6月20日生まれ

ぷ鋪盤藤副 くけお慕し〉い M 

; 繰繋繋繭酋麟瞳 れ合兄 わいをや内;
i 必勝手ヘj頬盟国邑 たし、ち れつ込れ分
: 饗 喫菊田 らなやるまめるを l

3事ょ療与一二翠費量 嬉がん人でてひみ

・睡眠一一 孟鱗畠鞠 しらとで も 名 と が時摂議を:梯 耕一色壌調 ぃ、仲いそイ寸 l二い 1
肖 議 三: 長瀞と f ご;，:: ~9 良てのけなて M
J暴露崎 離母父 0 くくね長 ま つ 、

警機内 港童書 11 11 -~協。彦良してノL

jぷ 芳 JJ)jく力こごたい!ヨム句議議璽量購麗藤執 恵 B召 成しれみ 。し大
繍樹奇d晶必冶冶盤欝翻謹醸駅私3 ささ 長合かん しいミ切
為汁綾怒護え一鶴翠開; どととん いミら な とに嚇一髄

¥竺務糊盤鐙盟盤騨鐙鐙劉必訴詐 て助 も Lにこ 原願良 j胆忠♂芯、

直
11 ! iJE! 
壁固

戸

夏
が
く
る
プ
1
ル
に
き
た
ら
楽
し
い
よ

二

一

年

城

戸

雅

人

夏
休
み
花
火
を
見
た
よ
き
れ
い
だ
な

三

年

梶

尾

亜

希

夏
休
み
ク
ワ
ガ
タ
虫
を
つ
か
ま
え
た

三

年

斎

藤

恒

也

花
び
ら
が
ふ
ぶ
き
の
よ
う
に
き
れ
い
だ

な

=

一

年

松

田

裕

太
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6月15日，-...;7月14日

事、しめJクルシター
日 曜日 行事名 場所 時間

17 火 不用犬・不用ねこ回収日

18 水 ぴん ・缶収集日

離乳食講習 保健センター 10:00-12:30 
20 金 有害ゴミ収集日

社会保険事務所出張相談日 商工会 9:00-11:30 

25 水
ぺ y トボトル・発泡スチ

ロール収集日

27 金 組大ごみ収集日

火 不用犬・不用ねこ回収日

4 金 古紙・紙パック収集日

6 日 第26回長浜卓球大会 スポーツセンター 8:30-

9 水
ペッ トボトル・発泡スチ

ロール収集日

10 木
乳がん・子宮がん検診 豊茂公民館 13:叩-14:00
社会保険事務所出張相談日 商工会 10:00-15:30 

11 金
乳がん・子宮カずん検診 大和公民館 13:00-14:00 
燃やさないコミ収集日

2003年も l年の前半最後の月 6月を迎える。5月6日が暦の上では立

夏だから、夏のなかば「仲夏」の時候となる。野山は緑が濃くなり 、)11

では鮎漁の解禁。田園では麦秋から田植えの時期に移り、すべての風物

が夏のよそおいとなる。芭蕉は i6月や峯に雲置くあらし山」と詠んで

いる。

暦を聞くと 6月l日は「電波の日jとある。昭和25年 (1950)6月1

日に電波法・放送法・電波監理委員会設置法の 3法が施行されたのを記

念する日である。つまり日本の電波というものが、政府の独占から国民

に開放されたことは喜ばしいことである。この日電波の監督官庁である

郵政省を中心に記念式として、色々な行事が催された。生活に不可欠な

電波への関心を高めさせる為の大切な日で「電波記念日」ともいう。
のさ

6月6日は「苦種」と言って24節気のlつで、稲や麦などのせのある

穀物の播種する時期をさす言葉である。農家もこの頃から忙しくなる。

6月10日は「時の記念日」で大正9年 (1920)より始まる。時間の尊

さを説き、人生において時間を守り、規則正しい生活を推進する運動が

行われている。天智天皇在位671年の4月25日に漏刻という水時計が日本

で初めて使われた。その日を太陽暦に直すと、6月10日にあたるという 。

忙しい日本人にとって、時間を尊ぶ貴重な日といえよう。

6月第3日曜は「父の日」で、父の恩に謝意を表す日としている。も

とは、アメリカ合衆国の年中行事で、「母の日Jに対して設けられた。こ

の日は、父に感謝して贈り物をしたり、家族で父と楽しく過ごすなど、

母の日に劣らない家庭での大切な行事となっている。「父の日の母が最も

酔ひにけり」の奥さんの父への感謝の句に接し、心が温まる。多忙な 6

月は父の疲労が重なる時、家族揃って父の苦労に感謝し、家族揃って父

をいたわりあい、むつまじい家庭を築きあおう。
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田野津田本井田元笠好村

人口・世帯数のうごき

4月末現在 前月との比較

9，362人 19人減

人 亡l (男 4，420人) (男11人i成)
女 4，942人 女 8人減

世 帯 数 3，587世帯 5世 帯 地
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